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アルツハイマー病患者の行動心理症状と日常生活活動との関連についての研究 

 

分担研究者 Han Gwanghee 

熊本大学 神経精神科 作業療法士 

 

研究要旨： 

目的：アルツハイマー病（AD）では記憶障害など中核症状に加え，行動・心理症状（BPSD）がみられる

が，BPSDのどういう症状が基本的 ADL（BADL）及び手段的 ADL（IADL）に関連しているのかを調べ

た研究はない．そのため，本研究は BPSD の各々の症状と ADLとの関連を調べることを目的に実施し

た． 

方法：熊本大学病院神経精神科の AD 患者 629名（77.3±8.5歳，MMSE 平均 19.7±5.0点）を対象に行

動・心理症状評価の Neuropsychiatric Inventory caregiver Distress scale (NPI-D)と，BADL評価の Physical 

Self maintenance Scale(PSMS)，IADL評価の Lawton’s Instrumental ADL(L-IADL)を実施した．解析方法

は，まず NPI-D の各下位項目の得点と PSMS及び L-IADLの各下位項目別の点数との相関関係を

Spearman の順位相関係数にて検討した．次に PSMS 及び L-IADLの各下位項目を従属変数とし，Spearman

の順位相関係数において有意な相関関係を認めた NPI-D 下位項目を独立変数に投入し重回帰分析を行っ

た．  

結果：Spearmanの順位相関係数の結果，主に幻覚，無為，異常行動が PSMS 及び L-IADLの各下位項目と

有意な関連を示した．重回帰分析の結果，PSMSの排泄，食事，移動能力，入浴は幻覚の関連が最も高か

った．L-IADLの電話使用，買い物，食事支度，家事，移動外出，服薬管理は無為の関連が最も高値であ

った． 

まとめ：本研究では，BPSDの内 BADLでは幻覚との関連が多くみられ，IADLの殆どは無為との関連が

示唆され，BADLと IADLで影響される BPSD は違うことが推察された．AD の ADL低下には様々な原因

が想定されるが，BPSDの内容によって影響される ADLが異なることを踏まえながら介入していく必要

があると考えられた． 

 

 

A．研究目的 

 アルツハイマー病（Alzheimer's disease ; AD）では

記憶障害や見当識障害などの中核症状に加え，行動・

心 理 症 状 （ Behavior Psychological Symptoms of 

Dementia: BPSD）がみられる場合が多い．BPSDの具

体的な症状としては妄想，幻覚，興奮，不安，うつ，

無為，脱抑制，易刺激性，異常行動などが含まれる．

これらの BPSD は AD の生活の質を低下させ日常生

活動作（Activity of Daily Living：ADL）維持にも支障

をきたす可能性がある．しかし，BPSD のどういう症

状が基本的 ADL（Basic ADL： BADL）および手段

的 ADL（Instrumental ADL： IADL）に関連している

のかを調べた研究はない．BPSD の各症状と BADL

および IADLとの関連を知ることができれば，BPSD

症状のケアに合わせ，生活行為に対しても的確な介

入ができる可能性がある．そのため，本研究では

BPSD の各々の症状と BADL 及び IADL との関連を

調べることにした． 

 

B．研究方法 

 対象は 2007 年～2017 年の間に熊本大学病院認知

症専門外来で AD と診断された 629 名（平均年齢：

77.3±8.5 歳）とした．対象者の Mini-Mental State 

Examination平均得点は 19.7±5.0点であった．せん妄，

脳外傷，うつ病などが合併している場合は除外した．

評価項目は，行動心理症状評価の Neuropsychiatric 

Inventory caregiver Distress scale(NPI-D)と，BADL評

価の Physical Self maintenance Scale(PSMS)，IADL評

価の Lawton’s Instrumental ADL(L-IADL)を用いた．解

析方法は，1）NPI-D の各下位項目（妄想，幻覚，興

奮，うつ，不安，多幸，無為，脱抑制，易刺激性，異

常行動，睡眠異常，食行動異常）の得点（頻度と重症

度の積）と PSMS（排泄，食事，更衣，身繕い，移動

能力，入浴）及び L-IADL（電話使用，買い物，食事

支度，家事，洗濯，移動外出，服薬管理，金銭管理）

の各下位項目別の点数との相関関係を Spearman の

順位相関係数にて検討した．2）PSMS 及び L-IADL

の各下位項目を従属変数とし，Spearman の順位相関

係数において有意な相関関係を認めた NPI-D 下位項

目を独立変数に投入して重回帰分析を行った．いず

れの検定も統計学的有意水準を 5％とした．  
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（倫理面への配慮） 

本研究では個人情報を消去し，すべて記号・数値

に置き換え，万一情報流出が起こった場合にも個人

が特定されない形でのみ処理を行う配慮をした． 

 

C．研究結果 

 1）Spearmanの順位相関係数の結果，主に幻覚，無

為，異常行動が PSMS 及び L-IADL の各下位項目と

有意な関連を示した．2）重回帰分析の結果，PSMS

の場合，排泄，食事，移動能力，入浴は幻覚が最も高

い関与度を示した．さらに，幻覚は PSMS のすべて

の下位項目との関連がみられた．更衣は無為との関

連が最も高く，身繕いは異常行動との関連が最も高

く示された（表 1）．L-IADLの場合，電話使用，買い

物，食事支度，家事，移動外出，服薬管理は無為の関

連が最も高かった．また，無為は洗濯を除くすべて

の L-IADL の下位項目との関連がみられた．洗濯，

金銭管理では異常行動の関連が最も高かった（表 2）． 

D．考察 

 本研究では BPSD の各々の症状と BADL 及び

IADLとの関連を調べた．その結果，排泄，食事，移

動能力，入浴は他の BPSD に比べ，幻覚との高い関

連がみられた．また，幻覚は PSMS すべての下位項

目との関連が示され，幻覚による現実感覚低下の影

響が BADLの介助量増加につながる可能性が考えら

れた．道具を使うことが多い身繕いの介助量増加に

は，常同行為などの異常な行為の影響が他の BPSD

より大きいことが推察された．更衣は，無為との関

連が示され，意欲や発動性の低下による自立度の低

下が示唆された．IADL の場合，洗濯と金銭管理は，

他の BPSD に比べ異常行動との高い関連が示唆され

た．電話使用，買い物，食事支度，家事，移動外出，

服薬管理は，無為との関連が示された．さらに，無

為は洗濯を除くすべての L-IADL の下位項目との関

連が示され，行動を起こそうとする自発性が低下す

ると，IADLの介助量が増加する可能性が推察された．  

 

E. 結論 

BADLの多くは，幻覚との関連が示され，IADLの

殆どは無為との関連が示唆された．AD の ADLの低

下には様々な原因が想定されるが，BPSD の内容に

よって影響される ADL が異なることを踏まえなが

ら介入していく必要があると考えられた． 

 

F．健康危険情報  

なし 
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表 1．AD患者の PSMSにおける NPIの重回帰分析の結果 

PSMS NPI-D 調整済み決定係数 標準偏回帰係数 95%信頼区間 

排泄 幻覚 0.083 0.240*** 0.107-0.204 

食事 幻覚 0.079 0.282*** 0.047-0.082 

更衣 無為 0.179 0.258*** 0.049-0.086 

幻覚  0.207*** 0.089-0.187 

異常行動  0.184*** 0.037-0.087 

身繕い 異常行動 0.143 0.198*** 0.037-0.082 

無為  0.183*** 0.026-0.060 

幻覚  0.178*** 0.061-0.151 

移動能力 幻覚 0.115 0.178*** 0.061-0.147 

入浴 

 

幻覚 0.225 0.236*** 0.106-0.197 

異常行動  0.239*** 0.054-0.101 

無為  0.193*** 0.031-0.066 

                                              ***p<0.001，**p<0.01，*p<0.05 

 

表 2．AD患者の L-IADLにおける NPIの重回帰分析の結果 

L-IADL NPI-D 調整済み決定係数 標準偏回帰係数 95%信頼区間 

電話使用 無為 0.177    0.233*** 0.047-0.089 

 異常行動     0.216*** 0.053-0.110 

 幻覚     0.171*** 0.073-0.183 

買い物 無為 0.145    0.200*** 0.041-0.088 

 異常行動     0.193*** 0.048-0.112 

 幻覚     0.129** 0.045-0.168 

食事支度 無為 0.181    0.231*** 0.058-0.128 

 異常行動    0.190*** 0.050-0.142 

 幻覚    0.144** 0.053-0.227 

家事 無為 0.220    0.284*** 0.085-0.157 

 異常行動     0.215*** 0.067-0.162 

 幻覚     0.129** 0.044-0.223 

洗濯 異常行動 0.148    0.222*** 0.042-0.101 

 幻覚     0.186*** 0.059-0.172 

移動外出 無為 0.142    0.230*** 0.060-0.115 

服薬管理 無為 0.139    0.251*** 0.042-0.078 

 異常行動     0.187*** 0.035-0.080 

金銭管理 異常行動 0.151    0.270*** 0.055-0.097 

 無為     0.209*** 0.030-0.062 

                         ***p<0.001，**p<0.01，*p<0.05 


